9月1日（木）9:00～10:30　研究発表会
※8:30～9:00に各会場にて発表者、登壇者の接続テストを行います

会場1 分科会1a　［移動・外出(1)］9:00～10:30
座長：山岡俊一，副座長：稲垣具志
1a-1	第三セクターいすみ鉄道から学ぶ公共交流事業としての鉄道，久保雅義
1a-2	公共交通機関における、健常者による配慮の必要な人のニーズへの「気づき」と「気づかい」を促進するメッセージの表示方法に関する予備的研究，内山由美子
1a-3	バス利用時の障がい特性による困りごとを相談支援専門員から把握する，野下浩平

会場2 分科会2a　［観光地・観光バリアフリー(1)］9:00～10:30
座長：猪井博登，副座長：吉田樹
2a-1	文化財のアクセシビリティを再考する（その2）：事例を比較して，古瀬敏
2a-2	公園緑地バリアフリー情報の現状と今後のあり方，美濃伸之
2a-3	北海道滝上町におけるユニバーサルツーリズムの実践―香りをテーマとした視覚障害者受け入れの試み―，鈴木克典，林克郎
2a-4	文化遺産におけるバリアフリー観覧環境に対する現状と課題：韓国の朝鮮時代における宮・陵・宗廟を対象として，柳尚吾，髙橋儀平

会場3 分科会3a　［案内・誘導・情報バリアフリー］9:00～10:30
座長：樋口恵一，副座長：三村泰広
3a-1	鉄道駅プラットフォーム上の誘導音サインにおける適切な設置方法について，武者圭
3a-2	SfMを用いた点字ブロックの３次元点群モデル化に撮影時の照度が与える影響評価，中村祐太，江守央，佐田達典
3a-3	UAVとフォトグラメトリを活用した屋内移動空間の３次元モデル作成，峰岸樹，江守央，佐田達典
3a-4	バリアフリー経路の情報提供が移動制約者の行動に与える影響，柳原崇男


9月1日（木）10：45～12:15　研究発表会
※10：30～10:45に各会場にて発表者の接続テストを行います

会場1 分科会1b　［移動・外出(2)］10：45～12:15
座長：鈴木克典，副座長：林克郎
1b-1	妊婦および子育て世帯の移動支援を図るデマンド型交通の導入効果について，矢嶋太気，藤井敬宏，伊東英幸
1b-2	地方都市における中心市街地への子連れ外出時の課題，長谷川万由美，宋浩然
1b-3	子育て支援としての「赤ちゃんの駅」の意義と役割，宋浩然，長谷川万由美
1b-4	介助者からみた重症心身障がい者の外出を伴う余暇活動の実施時における考慮事項－兵庫県神戸市で重度訪問介護サービスを展開する事業所を事例として－，久谷真輝，小塚みすず

会場2 分科会2b　［観光地・観光バリアフリー(2)］10：45～12:15
座長：嶋田喜昭，副座長：江守央
2b-1	宮崎県におけるJR九州のバリアフリー情報の現状と必要とされる情報について，岩浦厚信，永山昌彦
2b-2	第三セクター観光急行から学ぶ観光資源としての鉄道，久保雅義	
2b-3	インターネットで取得できる宿泊施設のバリアフリー情報の充実度と課題，室崎千重

会場3 分科会3b　［まちづくりとユニバーサルデザイン(1)］10：45～12:15
座長：磯部友彦，副座長：菅原麻衣子
3c-1	山田昭義とその仲間たち　～愛知の障害のある人たちに軌跡～，平山晶士
3c-2	途上国における高齢社会まちづくりの現状及び取組　－アジアの途上国の現状及び取組―，後藤哲司
3c-3	介助犬育成における介助犬訓練犬の外部訓練実施に関して，櫻井友衣，遠藤大輔，高柳友子
3c-4	生体情報を用いた精神障害者が働きやすい執務空間に関する研究～その1　個室空間、オープン空間でのストレス比較～，武智韻葉，高橋未樹子，小倉玄，駒澤真人


9月1日（木）13：15～14:45　研究発表会
※12：45～13:15に各会場にて発表者の接続テストを行います

会場1 分科会1c　［移動・外出(3)］13：15～14:45
座長：丹羽太一，副座長：柳原崇男
1c-1	重症心身障害者の「外出を伴う余暇活動」の計画・実行プロセスとその課題―愛知県豊田市の生活介護事業所の取組から	三村泰広，小塚みすず，田島喜美恵
1c-2	排泄トラブルを抱える方の外出行動の実態と外出支援調査，山本浩司，大場奈央，高橋未樹子，川内美彦
1c-3	化学物質過敏症に配慮したまちづくりに関する基礎研究　―移動での配慮について―，鬼澤　美妃，田中賢

会場2 分科会2c　［交通システム］13：15～14:45
座長：岩浦厚信，副座長：江守央
2c-1	歩道は安全か？　歩道通行を考える，松原淳，山中英生
2c-2	MaaSの移動データからまちづくりを考える，森口将之
2c-3	地方空港における二次交通の現状と問題把握に関する調査，丹羽菜生，秋山哲男，竹島恵子，別府知哉，庄子美優紀
2c-4	信号機のない横断歩道での一時停止率の上位県と下位県の交通マナーと交通安全運動の比較研究，鈴木彩加，田中賢

会場3 分科会3c　［まちづくりとユニバーサルデザイン(2)］13：15～14:45
座長：澤田大輔，副座長：土橋喜人
3c-1	郊外都市での高齢者・障がい者の移送及び物流を担うUD Mobilityとその運用の研究，田中晴美，西山敏樹
3c-2	公共空間におけるスケートボード滑走場所の特徴と空間条件－スマートフォン専用アプリを用いたスポットの空間分析－，深沢颯太，八藤後猛，牟田聡子
3c-3	岐阜県内におけるバリアフリー基本構想の効果比較，磯部友彦
3c-4	共生社会ホストタウンの成果と課題，髙橋儀平，永元真也


9月1日（木）15：00～16:30　研究発表会
※14：45～15:00に各会場にて発表者の接続テストを行います

会場1 分科会1d　［研究討論会1］15：00～16:30
障害のある人の権利を保障する社会のありようを考える 
障害ある人の権利に関する特別研究委員会

会場3分科会3d　［特定課題研究1］15：00～16:30
司会：寺内義典，ファシリテーター：髙橋儀平
3d-1	マイノリティの国々で日本国大使館が提供する情報と取組に関する研究，鈴木彩加，田中賢

9月1日（木）17:00～19:30　シンポジウム
『大災害に備える福祉のまちづくり』（同時通訳・文字通訳あります）
第25回全国大会実行委員会，災害研究・支援委員会主催
大阪大学大学院人間科学研究科附属未来共創センター「障害ラボ」共催
プログラム
基調講演
Persons with Access and Functional Needs: Lessons Learned in Recent Disasters
　（近年の災害から学ぶ障害のある(AFN)人のニーズ）
　　　　講師：James D. Goltz Ph.D.（京都大学防災研究所客員研究員）
パネルディスカッション
「ハードとソフトを連携させて大災害に備える」
コーディネーター：石塚裕子（大阪大学）
パネリスト：坂本淳氏（高知大学），鍵屋一氏（跡見学園女子大学），牧野善浴氏（静岡市障害者協会会長），宇那木啓二氏（室蘭市）

